
美浦村ふるさと応援寄附条例  

 

(目的 ) 

第 1 条  この条例は，美浦村を応援する個人又は団体からの寄附

金を財源として，その意思を村政の新たな展開や充実を図るた

めの施策へ反映させることにより，特色あるふるさとづくりと協

働のまちづくりに資することを目的とする。 

(事業の区分 ) 

第２条  前条に規定する目的を具現化するための事業は，次のと

おりとする。  

(1) 歴史遺産や自然環境の保全と活用に関する事業  

(2) 競走馬の里美浦をひろくＰＲするための事業  

(3) 地域活性化に関する事業  

(4) 福祉社会構築に関する事業  

(5) 安全安心なまちづくりに関する事業  

(6) 子育て支援・学校教育等次世代育成に関する事業  

(7) 個性ある地域文化・スポーツの創造に関する事業  

(8) その他目的達成のために村長が必要と認める事業  

(基金の設置 ) 

第３条  寄附者から収受した寄附金を適正に管理するため，美浦

村ふるさと応援基金 (以下「基金」という。 )を設置する。  

(寄附金の指定等 ) 

第４条  寄附者は，その寄附金を財源として実施する 事 業 に つ い て ，

第 ２ 条 各 号 に 規 定 す る 事 業 の う ち か ら あ ら か じ め 指 定 で き る

ものとする。  

２  事業の指定がない寄附金については，村長が当該事業の指定

を行うものとする。  

 （寄附者への配慮）  

第５条  村長は，基金の積立て，管理及び処分その他基金の運用

にあたっては，寄附者の意向が反映されるよう充分配慮しなけ

ればならない。  

 



(基金の管理) 

第６条  基金に属する現金は，金融機関への預金その他最も確実

かつ有利な方法により保管しなければならない。  

(益金の処理 ) 

第 7 条  基金の運用から生ずる収益は，一般会計歳入歳出予算に

計上して，この基金に繰入れるものとする。  

(処分 ) 

第８条  基金は，その設置の目的を達成するため，第２条各号に

規定する事業に要する費用に充てる場合に限り，その全部又は

一部を処分することができる。  

(委任 ) 

第９条  この条例の施行に関し必要な事項は，規則で定める。  

附  則  

この条例は，平成２１年４月１日から施行する。  

 

 


